熱田神楽初級Ｂ編

初級Ｂ編は、Ａ編で練習した七間町・お天道・佐京の3曲を、甲音を使ってきちんと吹けるようになることを目標としています。さらに、曲目は、おかめ・お猿・植田囃子・庄中囃子まで進めます。

指使いに関する説明は、Ａ編の繰り返しになってしまうので、ここではポイントを述べるだけにします。楽譜をよく見て、レパートリーを増やして行きましょう。
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	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(レ),６) メEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),７)・ EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ソ),２) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ラ),３)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(レ),６) メEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),７)


	02
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「１￣￣￣￣￣￣￣￣
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	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(レ),６) メEQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),７)


「２￣￣￣￣￣￣￣￣
	結び
	
	２回目　
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー)


	
	・ EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ソ),２)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー)EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ソ),２) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(レ),６)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(シ),４) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ド),５) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) ・ ・


	
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ファ),８) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ソ),②) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) ＃EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),Θ) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),Θ)
	＃EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ミ),Θ) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) ・ EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ファ),８)
	EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ソ),②) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー) EQ \* jc2 \* "Font:HG創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ー),ー)


この曲は、ややリズムがとりにくく、普段はあまり曲の途中に出てこない４がたくさんあって音程がとりにくく、結びも他とは少し違うなど、曲としてはやや難しい部類に入ります。ただ、この曲は佐京（さん三つ下がり）と並んで、熱田神楽が伝わっている地域なら、ほとんどすべてのところに伝わっていると言っても良いぐらいポピュラーな曲です。おそらく、佐京は舞に関して非常に重要な曲、おかめは神事に関して非常に重要な曲だったのだろうと考えられています。他の曲に比べて厳かな雰囲気のある曲です。

1行目

最初の部分は、３２と６にアクセントがあります。３２ ５の５を強く吹くと、リズムがおかしくなってしまうので、注意してください。これは、２行目の最初も同じことです。

後半は、２３４５６メ７と音が順番に上がって行きます。そのこと自体を頭で理解することは難しくありませんが、４で右手は第１孔（小指）を押さえ、５で第２・３孔（薬指・中指）も押さえますので注意して下さい。５は、第７孔（左手人差指）で切るのを忘れないように。

メ７は、２小節目ではやや短くして一瞬休み、次の２に入りますが、４小節目の方は、次は何も無いので、しっかりと伸ばしてください。

２行目

３～４小節目の部分では、２・３行目ともに、＃０ー２という音の形が出てきます。３行目の方の２は、後ろに２拍分の休符があるので、しっかり伸ばしてかまわないのですが、２行目はすぐ後ろに＃Θ６がくるので、２の音は１拍でお終いにして、１拍休んだ後、すぐに＃Θに入らないといけません。最初のうちは、どうしてもここで＃Θが遅れがちになりますので、注意してください。なお、＃Θはメ７で代用しても、最初のうちはかまいません。

３行目
３行目１小節目のメ７は、メ７ーとそのまま伸ばすように書きましたが、メ７６とすぐに下がって吹く人も多く、いろいろです。３行目最後の２＊は下で切りますので、よく練習してください。ただ、そのまま２ーと伸ばしても、最初のうちは良いでしょう。

４・５行目
４行目２小節目は、２のあとで一瞬休む必要はありませんが、休んだ方が吹きやすいと思います。そうすれば、次の＃０の音を出すのに余裕が生まれます。ただ、＃０はメ七で代用しても、最初はかまいません。

６行目
６行目の後半は、１行目の後半と同じです。ただ、２回目の最後は、６メ７と上がらずに、もう一度５ーと吹いて、それから結びに入って行きますので注意してください。

結び
なぜかよくわかりませんが、この曲だけ結びが少し違います。結びの後半部分は、他とまったく同じです。

まず、普通はある最初の ・２ ４ ４ がありません。そして、その次の部分も、少しだけですが最初の方が違います。以下の楽譜で、見比べてみて下さい。

普通の結び
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この曲は、１と２行目が同じ、５と６行目も同じで、この２つの部分を中心に構成されていますので、覚えること自体はそれほど難しくないと思います。４行目の変則的なリズムが印象的な曲です。

１・２行目
前半部分は甲音がどんどん高い音になって行って、３小節目から一気に１オクターブ下がるのが特徴的です。後半に五の音が続きますが、最初の五は、メ七六 五でひとかたまりの音で、残りは五の音を２拍ずつ伸ばして２回吹くと考えてください。五の音は、第７孔（左手人差指）で音を切ります。

３行目
２小節目の３２は１拍です。短く吹いて、次に１拍休みます。４小節目の２＊は、２ーと伸ばしてしまっても、最初のうちはかまいません。

４行目

この曲の一番おもしろい部分です。５2３という音のかたまりを３回くり返しますが、５の音の位置が４拍子と合っていないので、変則的なリズムになっています。この変則リズムの面白さを出すために、この５の音を強く吹き、３と５の音の間に一瞬休みを入れてください。

５・６行目・結び
後半部分は４行目と同じです。２小節目のメ七の後ろでメロディが少し途切れる感じで吹きます。

２番は、６行目は吹かず、５行目から結びに入りますので、注意してください。

結び自体は、他の曲と同じです。
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この曲は、尾張東部の各地に広がっているお囃子のひとつで、中級で出てくる庄中囃子と同系統のものです。もともとは、庄中囃子のような速い曲を、倍ぐらいのゆっくりしたテンポで演奏するように編曲されたものです。ですから、全部で８行になっていますが、メロディの流れは２行分で一区切りで、実質的には４行分のようなものです。

２・６・８行目の最後は２拍だけの変則リズムになっており、ここで、「ソーレ」とかけ声をかけると、ノリがよくなります。

１・２行目

この曲で初級も最後になりましたので、あまりコメントすることもありませんが、この１・２行目の特徴は５５と念を押すように続けている部分ですので、そこをしっかり吹いてください。最後の方の６ー＊ーですが、３拍目でもこのように伸ばす場合は、下打ちで切りますので、注意してください。

３・４行目
８７８７の指使いは、音程も高いですし、この曲で最も難しい部分でしょう。

８は○●●○●●●で、７は○○○○●●●ですので、常識的に考えれば、右手は動かさずに第５孔（左手中指）と第６孔（左手薬指）を上げたり下げたりすれば良いはずです。しかし、そうすると８から７への音の変化がボヤけてしまうので、８と７が交互に出てくる場合は、８は○●●○○○●、７は○○○○●●●の指使いで吹くのが、お囃子では普通です。○●●○●●●よりも○●●○○○●の方が微妙に音程が高いです。

中指・薬指をペアで考えて、左手のペアと右手のペアを交互に上げ下げすると考えれば、指は動くと思います。ただ、難しければ、最初のうちは、その前に書いた常識的な指使いでやってもかまいません。

また、甲音では８よりも７の方が音程が低いですが、呂音では八よりも七の方が音程が高いので、呂音を使って八七八七と吹くと七の方が高くなってしまって、変な感じがします。もちろん、８７８７は音程が高く、音を出すのが難しいですから、最初のうちは呂音で吹けばよいです。ただ、その音程逆転の変な感じは、仕方ないと思ってください。

５・６行目
５行目は結構長いので、２小節目と３小節目の最後で息継ぎをしても、仕方ないでしょう。最後の方の２ー＊ーですが、３拍目でもこのように伸ばす場合は、下打ちで切りますので、注意してください。

７・８行目
５・６行目と、ほぼ同じようなメロディです。

結び

この曲は、いわゆる神楽ではなくてお囃子ですので、結びはありません。繰り返し吹いている途中で、上手な人が、急に８②ーーと高い音を出したら、そこでおしまいだと考えて下さい。
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